




令和５年度 剣道段位審査会｢学科審査問題｣ 受審番号

令和 年 月 日( )

【初段の部】 所属 氏名

１ ｢剣道の理念｣及び｢剣道修錬の心構え｣について、空欄に言葉を書きなさい。(3×10=30)

＝｢剣道の理念｣＝

剣道は、剣の(① )の修錬による(② )の道である。

＝｢剣道修錬の心構え｣＝

剣道を正しく(③ )に学び

心身を(④ )して旺盛なる(⑤ )を養い

剣道の特性を通じて(⑥ )をとうとび

(⑦ )を重んじ(⑧ )を尽くして

常に自己の(⑨ )に努め

以って国家社会を愛して

広く(⑩ )の平和繁栄に

寄与せんとするものである。

２ ｢礼の考え方｣について、空欄に言葉を書きなさい。(2×10=20)

剣道は、相手を｢打つ｣｢突く｣などして、相手を攻撃する対人的格闘技であることから、常に相手の

(① )を尊重し、互いに(② )を鍛え、(③ )を錬磨し、(④ )を養

うためのよき(⑤ )として、内には心から(⑥ ) と感謝の念を持ちつつ、外に

は端正な(⑦ )をもって礼儀正しくすることは、互いにより良い剣道を築き上げていくうえ

で大切なことであり、ひいては好ましい社会的態度の育成につながるものである。

また、剣道は対人的格闘技であることから、ややもすると(⑧ )になったり、過度に闘

争的本能が現れてしまう場合がある。

剣道を修錬するなかで、定められた(⑨ )を厳格に執り行うことにより、感情や闘争

的本能を人間として(⑩ )していくところに、剣道における礼の意義がある。

３ ｢打突の好機｣について、空欄に言葉を書きなさい。(5×5=25)

打突の好機とは、打突すべき最も良い機会。その代表的なものは、｢技の(① )｣、｢技

の(② )ところ｣、｢(③ )ところ｣、｢相手が(④ )ところ｣、

｢技を(⑤ )ところ｣などがある。

４ ｢残心｣について、空欄に言葉を書きなさい。(5×5=25)

残心とは、打突した後に(① )をせず、相手のどんな(② )にも直ち に対応で

きるような｢(③ )｣と｢(④ )｣を示すことである。

残心のない打突は、(⑤ )にはならない。



令和５年度 剣道段位審査会｢学科審査問題｣ 受審番号

令和 年 月 日( )

【二段の部】 所属 氏名

１ ｢剣道の理念｣及び｢剣道修錬の心構え｣について、空欄に言葉を書きなさい。(3×10=30)

＝｢剣道の理念｣＝

剣道は、剣の(① )の修錬による(② )の道である。

＝｢剣道修錬の心構え｣＝

剣道を正しく(③ )に学び

心身を(④ )して旺盛なる(⑤ )を養い

剣道の特性を通じて(⑥ )をとうとび

(⑦ )を重んじ(⑧ )を尽くして

常に自己の(⑨ )に努め

以って国家社会を愛して

広く(⑩ )の平和繁栄に

寄与せんとするものである。

２ ｢稽古の意義｣について、空欄に言葉を書きなさい。(2×10=20)

稽古とは、｢古(いにしえ)を稽(かんが)える｣という字義の通り｢古いことを(① )するこ

と、古いことを習い達する｣という意味を持っている。これは(② )の教えについて工夫、

(③ )するということであり｢(④ )｣という意味が多分に含まれている。さらに、

歴史的に｢稽古｣には、｢(⑤ )｣あるいは｢錬磨｣という訓練的な意味や｢(⑥ )｣ある

いは ｢修行｣という修養的な意味がある。

したがって、｢剣道の稽古｣は、単に(⑦ )の上達を図ったり、(⑧ )を丈夫にす

ることばかりでなく、｢全ての道に通ずる(⑨ )の探究と、人としての(⑩ )を

考える｣という目的を達成する意味を持っている。

３ ｢三つの間合｣について、空欄に言葉を書きなさい。(5×5=25)

間合とは、自分と相手の距離をいう。間合には｢(① )の間合｣、｢(② )間合｣、

｢(③ )間合｣がある。

｢(①)の間合｣は剣道の基本的な間合で、一歩(④ )ば相手を打突できる距離であり、

一歩(⑤ )ば相手の攻撃をかわすことのできる最も大切な間合である。

４ 三殺法について、空欄に言葉を書きなさい。(5×5=25)

相手を制するための重要な教えとして、相手の(① )(② )、そして(③ )の

三つを封ずること。(①)を殺すとは、相手の(①)を押さえ、払うなどして(④ )の働きを

制すること。(②)を殺すとは、先手先手と攻め、相手に技をしかける余裕を与えないこと。また、

(③)を殺すとは、気力で相手を圧倒し、相手の攻撃しようとする(⑤ )を制すること。



令和５年度 剣道段位審査会｢学科審査問題｣ 受審番号

令和 年 月 日( )

【三段の部】 所属 氏名

１ ｢剣道の理念｣及び｢剣道修錬の心構え｣について、空欄に言葉を書きなさい。(3×10=30)

＝｢剣道の理念｣＝

剣道は、剣の(① )の修錬による(② )の道である。

＝｢剣道修錬の心構え｣＝

剣道を正しく(③ )に学び

心身を(④ )して旺盛なる(⑤ )を養い

剣道の特性を通じて(⑥ )をとうとび

(⑦ )を重んじ(⑧ )を尽くして

常に自己の(⑨ )に努め

以って国家社会を愛して

広く(⑩ )の平和繁栄に

寄与せんとするものである。

２ ｢稽古の意義｣について、空欄に言葉を書きなさい。(2×10=20)

稽古とは、｢古(いにしえ)を稽(かんが)える｣という字義の通り｢古いことを(① )するこ

と、古いことを習い達する｣という意味を持っている。これは(② )の教えについて工夫、

(③ )するということであり｢(④ )｣という意味が多分に含まれている。さらに、

歴史的に｢稽古｣には、｢(⑤ )｣あるいは｢錬磨｣という訓練的な意味や｢(⑥ )｣ある

いは ｢修行｣という修養的な意味がある。

したがって、｢剣道の稽古｣は、単に(⑦ )の上達を図ったり、(⑧ )を丈夫にす

ることばかりでなく、｢全ての道に通ずる(⑨ )の探究と、人としての(⑩ )を

考える｣という目的を達成する意味を持っている。

３ 気剣体の一致について、空欄に言葉を書きなさい。(5×5=25)

攻防動作を効果的に行うための大事な要素を表現した言葉。

主に打突動作の教えであり、｢気｣とは (① )のこと、｢剣｣とは(② )の

こと、｢体｣とは、体さばきと(③ )のこと。これらがタイミングよく(④ )がと

れ、一体となって 働くことで(⑤ )の成立条件となる。

４ ｢四戒(驚･懼･疑･惑)｣について、空欄に言葉を書きなさい。(5×5=25)

心に生じる｢驚･懼･疑･惑｣の好ましくない精神状態のことで、｢驚｣とは(① ) こと、

｢懼｣とは(② )こと、｢疑｣とは(③ )こと、｢惑｣ とは(④ )

ことであり、これをいかに、相手と対峙したときに(⑤ ) するかが重要であるという教

え。



令和５年度 剣道段位審査会｢学科審査問題｣ 受審番号

令和 年 月 日( )

【四段の部】 所属 氏名

１ ｢剣道の理念｣及び｢剣道修錬の心構え｣について、空欄に言葉を書きなさい。(4×1＋3×8＝28)

＝｢剣道の理念｣＝

剣道は、

＝｢剣道修錬の心構え｣＝

剣道を

心身を

剣道の

を尽くして

常に

以って

に

である。

２ ｢剣道指導の在り方(指導者)｣について述べた次の文中の空欄を埋めなさい。(3×6=18)

(1) (① )に努める。

(2) (② )にあたる。

(3) (③ )にあたる。

(4) (④ )を持つ。

(5) (⑤ )する。

(6) (⑥ )する。

３ ｢指導のねらい｣について、空欄に言葉を書きなさい。(3×9=27)

(1) 日本独自の(① )である剣道を現代において正しくとらえ、(② )に正し

く伝承する。

(2) (③ )を習得させ、対人的技能の向上をはかる。

(3) 礼の意義を正しく理解させ、(④ )の習得をはかる。

(4) 自己の(⑤ )をはかる。

(5) (⑥ )に望ましい態度の向上をはかる。

(6) 生涯を通して剣道に親しみ、(⑦ )で心豊かな生活を営む態度を養う。

(7) 健康の維持・増進と(⑧ )の向上をはかる。

(8) (⑨ )に対する態度の向上をはかる。

４ ｢平常心｣について、簡潔に説明しなさい。(27)



令和５年度 剣道段位審査会｢学科審査問題｣ 受審番号

令和 年 月 日( )

【五段の部】 所属 氏名

１ ｢剣道の理念｣及び｢剣道修錬の心構え｣について、空欄に言葉を書きなさい。(4×1＋3×8＝28)

＝｢剣道の理念｣＝

剣道は、

＝｢剣道修錬の心構え｣＝

剣道を

心身を

剣道の

を尽くして

常に

以って

に

である。

２ ｢剣道指導の在り方(指導者)｣について述べた次の文中の空欄を埋めなさい。(3×6=18)

(1) (① )に努める。

(2) (② )にあたる。

(3) (③ )にあたる。

(4) (④ )を持つ。

(5) (⑤ )する。

(6) (⑥ )する。

３ ｢審判員の心得｣について、空欄に言葉を書きなさい。(3×9=27)

《一般的要素》(1) (① )であること。

(2) 試合・審判規則、運営要領を熟知し、正しく運用できること。

(3) 剣道に(② )していること。

(4) 審判技術に(③ )していること。

(5) 健康体で、かつ(④ )であること。

《留 意 事 項》(1) (⑤ )を端正にすること。

(2) 姿勢・態度・(⑥ )などを厳正にすること。

(3) (⑦ )が明晰であること。

(4) 数多く審判を経験し、反省と(⑧ )に努めること。

(5) よい(⑨ )を見て学ぶこと。

４ ｢師弟同行｣について、簡潔に説明しなさい。(27)



No 全剣連番号 姓（カナ） 名（カナ） 姓 名 西暦生年月日 学校名 職業 性別 住所市町村名のみ 再受審者の前回受審日 受審場所 備考欄
1 生徒 男 青森市
2
3
4
5
6
7
8
9
10

受審料振込月日

青森県剣道段位審査会　団体申込書
支部名・学校名
申込責任者

連絡先電話番号






